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２．事業の概要と成果 

（１）上位目標 イラクの小中学生が安全で衛生的な学校環境において学習できるよ

うになる。 

（２）事業内容 

 

本事業では、バグダッド県、アンバール県、バビル県、キルクーク

県、ディヤラ県の５県において学校修復と衛生環境改善に取り組ん

でいる。2012 年 3 月末までに、第１グループ各県１校ずつ（計５校）

の修復作業が完了した。また、第２グループ（５校）の修復作業が

開始された。 

衛生促進事業については、衛生教育ワークショップで使用する教材

の内容について教育省との話し合いを行っている。また、手洗いや

うがいといった衛生習慣の大切さを歌詞に盛り込んだ楽曲の作成を各

県の教育庁に依頼するなど、自治体との連携、協力関係構築にも取り

組んでいる。 

しかし、衛生講座用教材の内容決定に必要な教育省の承認が遅れてい

る。理由は３月２０日にイラク各地で発生した爆破テロ、また３月末にバ

グダッドで開催予定のアラブ会議に関連して、バグダッド市内における

市民の移動が厳しく制限されているためで、教育省との会議が延期され

ている状況である。 

（３）達成された効果 

   

 

本事業は、成果目標のひとつとして、教育環境が改善することで生

徒数が事業前より各校平均して 10%以上増加することを目指してい

る。2012 年 3 月末現在、修復作業が完了した第１グループ（５校）

の生徒数の増加率は以下の通りで、成果目標を概ね達成した。 

 

学校名 
 

生徒数 
(修復前) 

 
生徒数 

(修復後) 
増加率 

Al-Keram (Kirkuk) 310 347 12% 
Omar bin Abdulaziz (Babil) 760 834 10% 
Al Khulafaa (Anbar) 350 394 13% 
Al Hayat (Diyala) 551 591 7% 
Fatima Al-Zahra (Baghdad) 720 797 11% 

 

水・トイレまわりの修復に関しては、第１グループの５校で完了し

た。この修復作業において建設作業員 144 名を雇用したが、砂の運

搬など専門的な技術を要しない作業については地域住民を雇用し、

延べ 406 人が修復に携わった。 
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（４）今後の見通し 修復作業について、第２グループ（５校）は４月下旬までの作業完

了を目指す。また、第３グループ（５校）は現在建設業者の選定段

階にあり、５月中旬までに決定する予定である。 

衛生促進事業については、ワークショップを各校で４月から５月半

ばにかけて実施する予定である。しかし、ワークショップで使用す

る衛生教材への教育省の認可が遅れているため、開催日程が延期さ

れる可能性がある。その場合、イラクの小中学校の夏休みは６月か

ら９月のため、事業延長も視野に入れ、10 月のワークショップ実施

も検討中である。 


